
 

 

 

 

 

 

 体験学習・・・実物を見て、触れて、感じることの大切さ 

 ここのところ過ごしやすい日々が続いていますね。校舎の周りを見ると木々の緑も濃くなり、子ども

たちが育てているあさがおや野菜の苗もぐんぐん生長しています。こんな時期には、屋外に出て自然の

美しさを感じたり、生き物と触れ合ったりするのもいいですね。 

 さて、コロナが 5 類になり活動に制約がなくなってきたので、学校ではさまざまな体験学習をおこな

っています。何と言っても体験学習の良さは、本物を実際に見て、関わっている方から直接お話を聞くこ

とができるということです。インターネットでいくらでも情報は得ることができますし、写真や動画を

見ることもできます。しかし、本物を直に見るという体験は何より印象深いものになり、感動もひときわ

だと思います。「きれいだな」「すごいな」「ふしぎだな」など、子どもたちが驚きや感動を味わい、新し

い知識を得て、心も豊かになってくれたらいいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 
小松市立安宅小学校 学校だより 

NO.３          

令和５年５月 29日 

安宅小学校長   

5 月 9 日 5 年 田植え 5 月 9 日 4 年 瀬戸家見学 

5 月 11 日 3 年 リコーダー教室 5 月 16 日 3 年 集出荷場見学 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 18 日 6 年 租税教室 5 月 22 日 5 年 あすチャレ！スクール 

5 月 23 日 3 年 自転車教室 5 月 24 日 クラブ活動 

教育実習 

5 月 22 日～6 月 16 日の

間、大学 4 年生の西田さんが

教育実習にきています。4 年

2 組で授業の支援をして下

さったり、休み時間に一緒に

遊んでくださったりして、子

どもたちも喜んでいます。 

 

5 月 25 日、26 日   

6 年自然体験学習 


